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論 文 内 容 の 要 旨 

 

コロナ禍で人間が室内で過ごす時間が増えたことで，室内に植物を配置することによる癒し

効果，および，空気汚染物質の除去効果が改めて注目され，特に，オフィスにおける観葉植物

の需要が急増している．しかし，室内環境において観葉植物を長期間健全に育成するためには，

植物の環境応答を正確に把握し，それに基づいて適切な管理を行う必要があるが，その基盤と

なる工学的な知見は乏しい．そのため本論文では，植物の主要な環境応答である光合成と蒸散

を指標として，室内でこれらを定量的に評価するためにこれまでにない光合成蒸散リアルタイ

ム計測システムを開発し，この計測システムを用いて，光強度，培地，培地通気，肥料が光合

成と蒸散に与える影響を評価し，最適な環境を見出した．さらに，その結果に基づいて培地通

気が可能な植物栽培システムを開発し，この栽培システムを用いて，ホルムアルデヒドの除去

能を評価した． 

 本論文は全 7 章からなり，第 1 章では，研究の背景や目的，関連研究，論文構成について述

べている．第 2 章では光合成と蒸散のリアルタイム計測システムの開発と，開発した計測シス

テムの観葉植物の生育評価技術としての有効性について検証している．室内環境での観葉植物

の栽培を想定し，第 3 章は室内環境における光強度，第 4 章は室内栽培に適した培地，第 5 章

は有機肥料を対象に，光合成速度，蒸散速度，総コンダクタンスの応答に関する実験に基づく

解析結果について述べている．第 6 章では，第 3 章から第 5 章の結果に基づき，室内環境にお

いて培地通気が可能な観葉植物栽培システムを開発し，そのシステムの有用性と，ホルムアル

デヒドの除去能について述べている．第 7 章では，得られた成果を総括するとともに，今後の

課題について述べている． 

 

 

審 査 結 果 の 要 旨 

 

観葉植物は，癒し効果だけでなく，室内の空気汚染物質を除去する効果についても注目され

ている．特に，職場環境の居住性改善と生産性向上を目的としたオフィスへの観葉植物の導入

が急増している．そのため，観葉植物には長期間理想的な形状を維持することが求められてお

り，農作物のような収穫量を高くするための方法とは異なった育成方法の確立が求められる．

余分な茎葉の剪定などのメンテナンスのことを考慮すると，植物を枯死させず成長もさせない

育成方法を環境工学的な手法を用いて確立することが重要である．さらに，観葉植物のホルム

アルデヒドなどの空気汚染物質除去能を高める工学的開発も求められている．  

本論文の主な成果は以下のようにまとめられる．1)観葉植物の主要な環境応答である光合成

と蒸散を，閉鎖型チャンバ法による短時間の計測を反復して行うことで評価する，これまでに

ない計測システムを開発した．本計測システムを用いて，異なる光強度条件下で，観葉植物の

光合成速度，蒸散速度，総コンダクタンスを計測し，光強度が光合成と蒸散に及ぼす影響を定

量的に評価することを可能にした．2)培地の影響評価では，新たに開発した通気性の高い混合

培地は，従来の培地と同等以上の光合成と蒸散の機能を有する観葉植物の育成が可能であるこ

とを示し，観葉植物育成用培地として有用であることを見出した．3)肥料の影響評価では，大

豆粕米ぬかを原料とした固形有機肥料を開発し，この固形有機肥料と化学肥料が同等であるこ

とを確認し，有機肥料を化学肥料の代替として活用できることを示した．4) 従来で注目され

なかった土壌の通気性を着目して，通気性の土壌を新たに開発した高通気性混合培地に有機肥

料を与える観葉植物栽培システムを用いて，ホルムアルデヒトを指標とした空気汚染物質の除

去能評価を行ったところ，従来の土壌通気を行わない場合に比べて3.8倍の除去能を示した．

この結果に基づいて，土壌通気機能付き観葉植物栽培システムを確立した． 

本論文はこのように，光合成と蒸散をリアルタイムに評価するという新しい手法によって室

内環境における観葉植物の最適な育成方法を見出し，さらに，得られた知見に基づいて空気汚

染物質除去効果を有する土壌通気機能付き観葉植物栽培システムを新たに開発しており，これ

らの学術的価値は高く，現場への応用も期待される．以上より，本論文は，博士(工学)の学位

に相当するものと判定した． 


